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海岸砂丘 に生 息す るア リジゴク類 の生態

一 特 に クWコ ウ ス バ カ ゲ ロ ウ(Grocusbore

Tjeder)*の ハ ビ タ ー一 トの 環 境 に つ い て

理学科生物学教室 松 良 俊 明

ア リジゴク(A就 一lio鷺又 はAnt-lionlarva)と は脈趨蟹(NEUROf)TERA)ウ スバ

カゲvaウ 科(Myrmeleonidae)幼 虫の総称であり,わ が国には17種 を産する(桑Ll-1,1972)。

これらの幼虫は肉食姓で,待 ち伏せて捕えた餌の体液をその大臆で吸汁する。「アリジゴク(蟻

地獄刀という名称は,砂 の表面につ くったす りばち状の巣穴の底で臆を拡げて餌の落下を待っ

という特異な捕食行勤か ら由来 しているのであろうが,ど の種のアリジゴクもすべて巣穴を形

成するというわけではない。今までに判明している日本産のアリジゴクのうちおよそ半分以土

が巣穴をつ くらないタイプに属 している。また生息環境もバ ラエティに富んでいるが,そ のう

ち梅岸 砂丘に比較的多くの種の生患が認められている。

本学の臨海実験実習室のある蕪体 海久美浜湾近辺の砂丘には,巣 穴形成型および非形成型の

両方σ)タイプのアリジゴクが複数種生息 していることが予備調査によりわか った。そこでま凱

それぞれの種がどのような環境に分布 しているのかを調査 した。

海岸砂丘は,と りわけ夏期において,高 温と乾燥という生物にとって非常にきび しい環境条

件を禽 している。砂無表麟部を行動域としているア リジゴク類はこのような環境条件にいかに

適応して猛滅しているのであろうか。このことを明 らかにするために,箱 石浜で最も個体数の

多い種であるクロコウスバカゲロウ幼虫を材料に して,本 種の巣穴形成行動がいかなる要魍に

よって影響を受けているのかを,主 に物理的環境要素(混 度,砂 の乾燥度)の 側藤から分析 し

てみた。

本論にはいる蒲に,ア リジゴクとその成虫の分類に関する知識を数多く与えて ドさった馬場

金太郎鱒窯と,大 阪市立翻然史博物館の故臼浦勇学芸課長に厚く御礼印し上げます。また鳥取

大学砂丘研究施設の松腿昭美教授には文献収集の上でお世話になった。なお本研究の一部は昭

和56年 度京都教育大学特定研究(ヂ海浜動植物の生態および生理学的研究」)助成金の擾助の

もとに行なわれた。関係各位の御尽力に対 し心から御礼聯し上げたい。

調査場所 と調査方法

調 査 を 行 っ た 箱 石 浜 は 京 都 府 北 部 に 位 澱 し(粟 経/34度57分,北 緯35慶39分),L体 海 に

面 し た 砂 浜 で あ る 。 砂 浜 に は ハ マ ボ ウ フ ウ(Cleh・nialittc'ralis),ハ マ ニ ガ ナ(1 .xertisrePens),

寧本 種 は 碕 甫(1977)に よ 一)てニ セ コ ウ スバ カ ゲ 欝ウ と い う和 名 が 与え られ て い るが
,本 擁 を 最 初 にii己

載 したKuwayamaG959)が,1960年 に クsuコ ウスバ カゲ α ウと い う和 名 を 月浦 よ り先に 提 出 して

い る(桑 由 、ig60)の で 、 筆 者 は 後 者の 翻 名 を使 塀 す る こ とに した。
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コウボウムギ(CarexKobomugi)な どの海浜植物が疎 らに はえ,そ の背 後の海岸段丘の斜辺

に はハ イネズ(Junipernsconferta)が 優 占的に密に繁茂 している(圏1参 照)。段丘斜面の下

辺はlmか ら2,3m程 度 の高 さにわた って砂の崖 とな り,上 か らの砂 の 落下 による地形の移

動が あるためか植物 が ここにはほとん どはえて いない。段 丘上部か ら内陸部 にかけて ク ロマ ツ

(/'inusThunわergii,)が 優 占 し,内 陸部へ い くにつ れて ニセアカ シヤ(Robiniα ♪seudo-Aca.th

磁)が ク ロマ ツよ り優 占度を増 していた。

このよ うな地形 と植生 の場 所において,1981年 か ら1983年 の それぞれ初夏か ら秋 にか けて,

さ まざまな地点 でア リジゴク類の生慰の有無 を調べ た(各 種類の翼体的な採集方法 は結果α)と

ころで述べ る)。 採纂 したア リジゴクは臨海実験 実 翌室 に もち帰 り,体 長 や体重,頭 幅な どを

計測 した後,採 集地 と燐 じ場所に放飼 した。最 も個数体の多 い種であ るクロコウスバ カゲ ロウ

は巣穴 を形成す るので,そ の巣穴 の藪径 もノギスで澗定 し,ま た ときには コ ドラー トを設 けて

その内部に観察 され た巣穴 の分布 を記録 した。

ク ロコウスバ カゲ ロウ幼虫 は直射 日光の あた る砂の表面に巣穴 をつ くる。砂の表 函温慶は麗

期 の雛昼 は非常 に高 くなると考 え られ る。 このア リジゴクは い ったいどれ位 の温度条件下でい

るのか を知 るために,朝 か ら夕方 にか け巣穴の砂の温度 をサー ミスター温度計(タ カラ工業D

411)で 記 録 した。 またこれ らの巣穴 は降雨 によ り壌れた後,溝 び砂が乾燥 しは じめれば巣穴.

もそれ とともに再形成 されるようにな る。す なわち クロコウスバ カゲ ロウ幼虫の巣穴形成に砂

の水分禽膏 率が 大きな影警 力を もって いるのである。砂 の水 分含衛率が何 蛎以上で あれば巣穴

をつ くらな くなるか を知 るために次 のような実験 を行 った。

まず クロコウスバ カゲ ロウ幼虫 の生息地 近辺 の浜砂を採取 し,乾 燥器で十分乾燥 させ た後,

適 当な水分 を与 えて,十 分乾燥 した砂 か ら十分水分 を含 んだ 砂まで5段 階の砂 を爾意 した。 こ

れらの砂を,直 径!1cm,高 さ8α 聖}の透 明プ ラスチ ック円筒 に深 さ4c組 まで入れた(5段 階 ×6・:30

個)。 これ らの容器の中の砂の表爺iに,採 集後3EI間 絶 食状 態に しておいたクwコ ウスバ カゲm

ウ3令 幼虫 を1匹 ずつ放 し,サ ランラ ップで密封 した。11fi後 に,ど の水分含有率 の砂 に巣穴

がで きて い るかを調べ,形 成 されておればその直径を ノギスで瀾 った。

砂の水分含有率を測定す るため に,ア リジゴク放飼疇と放飼1日 後に,容 器表 醸の砂を秤騒び

ん([藪 径35田1管,高 さ45mm)に 採 取 した。乾燥 前の砂 の重 さをW玉 と し,105～110℃ で24t}Si

間 乾 燥 させ た砂(絶 乾砂 と呼ぶ)の 重 さをW2と す れば,採 取 時にお ける砂の水分 含有率 は

Wl-W2水 分(%)
=一 一一一 一x100

W2
(%)

とな る。一一般 に土壌の理化学挑の一 要素 と して の含水率 はこのように絶乾土(砂)に 対す る水

の重量%と して表示 され る(河 田 ・小 島,1976)。

結果および考察

霊.籍 石浜 に生怠す るア リジゴク類の種類 と分布

過去3隼 聞の調査で,本 学実験室 を申心 とした,箱 石浜 におけるア リジゴク類 は表1に み ら

れ るように,オ オウスバカゲロウ,ク ロコウスバカゲ ロウ,ウ スバカゲ ロウ,コ カス リウスバカゲ環

ウ,リ ュゥキ ュゥホシゥスバカゲロウの5種 類であることがわか った。一一・一$'sのア リジゴクにっいては
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まだその体長などを詳 しく測定していないが これらの5種 のアリジゴクを体のサ9ズ 朋に大まかに分類

すると,大 嬢 瀬と してはオオウスバ カゲ ロウ(本 種 は 日本で最大の ア リジゴクで ある),中 型種

として はコカ スリウスバカゲ ロウ,リ ュウキ ュウホ シウ スバ カゲvaウ,ウ スバ カゲurウ の3概

小型種 と しては クロコウスバ カゲロウというふ うに別け ることがで きる。 これ らの うち巣穴を

つ くるの はク 欝コウスバ カゲロウとウスバ カゲ ロウの みであ り,{臨 は巣穴をつ くらず,砂 の表

面下に体 をか くして大騨だけを 出 し(臨 してない ことも多い),そ の土を通過す る小動物を捕獲

すべ く待 ち伏せてい る。 この ように ここで み られ たア リジゴク類 はすべて 「待ち伏せ型」捕食

看には違いないが,巣 穴をつ くるタKプ とつ くらない タイプの2つ の捕獲戦術型が存在す る。

後者の タイプの ア リジゴクは巣穴を形成 しな いかわ りに,繭 者 と違 って荊 方庵に も惣滋ヨに脚 を

使 ってすばや く移動す ることがで きる。逆に いうと,巣 穴 をつ くるタィブの ア リジゴ クは繭方

向には移動で きず,も っぱ ら腹端 と中脚 を使 って後 ろ方糊 にの み移動す る。

これ らのア リジゴクが砂上 に放 り掲されてか ら巣穴を形成 す るまでの行動 を述べ ると,ま ず

腹端を伸縮 させなが ら後退 して砂中 に体をか くす。次 に渦巻状 に円を描 きなが ら,そ の渦 巻の

中心部へ と砂の中を後退 して移動す る。 この とき移動 しなが ら頭部 を使 って砂を放 り上 げ る。

頭 部の機能 と形態 はあたか もシャベルの ようで ある。 巣の中心部となるべ 嚢地点 へや って くれ

ば以前 に も増 して勢い よ く砂を周囲へ と放 り投 げるので ある。体 の後 ろの方角に砂を放 り投 げ

るのであ るが,巣 穴の中央を申心 と して 体を繍転 させ るため,四 方八 方に砂 はまかれ,き れい

なす りばち状の巣穴がで きあが ることにな る。 さ らに力学 的法則 に従 って巣 穴の中心 部は細か

い粒子の砂が 多 く,巣 穴の巾心か ら遠 ざか るほどに大 きい砂粒が 多 くな る(Lucus,1982)。

巣 穴の中央部褒面が縮か い砂でで きて いるということは,そ れだけ落ち込んだ餌 が逃げに くく

な るとい うことであ る。

次 にこれ ら5種 のア リジゴクが どのよ うな場所 に生息 してい るかにっ いて述べ る。箱石浜海

際の汀線か ら海庫段i至にか けて の地形 の典型 的ヨ 列を図/に 示 した。土禽 ら(1977)に よ ると簸

石浜 の海浜植物 は汀線か ら約20鍵 以遠に 繁蟻 し,汀 線か ら約20iη ま での範囲 は砂だ けの地帯

で ある。 っつ いてハマボウ フウやハ マニガナあるいはハ マ ヒルガオとい った海浜植物の群落が

形成 されてい る,半 安 定帯 といわれ る地搭が10mか ら20mの 範 囲にわた って みられ る(図 美

のa)。 ア リジゴクは汀線 か らこの畢安定帯にかけての範闘には金 く生慰 しな い。塩 分濃度の影

響が大きいのか も しれ ない。

この海浜植 物群 落地 と海燦段丘 金}醐`に密に繁茂 してい るハイネズ群落地 との聞には2,3粗

か ら数mに わた って鍵地 ともい うべ き地帯(関1のb)が 形 成 されて い る。 ここには海岸植物

が全 くはえていないか,は えていて も非常 に疎 らであ る。 オオ ウスバカゲ頑 ウ幼虫 は この砂の

急斜面 ヒに生愚 してい る。本種 は巣穴をつ くらないので発つけ ることが園難であ るが,後 で述

べ るコカス リウスバ カゲ 環ウや リュウキ ュウホシウスバ カゲロウよ りもその発見が容易で ある
。

とい うの は,オ オ ウスバ カゲ ロウ幼 虫は単澱な砂地 の表闘 臼こ姿をか くしてお り,移 動 すると

その移動跡が典線状に残 るか らであ る。 砂に描か れた曲線 のどち らかの一端 付透 をふ るいでふ

るって捕獲す ることがで きる。 この ときオオ ウスバカゲ ロウ幼虫がハ マ ダンゴムシ(Ty/os

g'ranulatu,腫 量ers)を 吸≠1一して いた ことが何度 か観察 され た。図1に 承 されてい るよ うに,オ

オウスバ カ・デロウは他の4種 よ り最 も海欄に返 く分布 してい る。

砂の急斜面よ り上方には,ハ イネズが 優 露す る地帯が拡が る(図1のc)。 ハ イネズはクwマ

ッ林近辺まで 分布 してい るが,こ のハ イネズ帯の砂地 か らク ロマ ツ林 の林床 の砂地にかけ最 も

一4一
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広 く分布 し,か つ欄体数が非常に多い種はクロコウスバカゲロウである。本種は砂地に巣穴を

形成する典型的なアリジゴクであり,燗 体数が多いこと,ど こにいるかを容易に知 り得ること,

餌の捕獲場面を直接観察できること等の理由で,筆 者が最 も重点的にその生態を調査 している

種である。その生活史,捕 食行動,捕 獲 した餌の種類構成,餌 の捕獲頻度を明らかにすべ く研

究中であり,結 果の一部はすでに1コ答発表 した(松 鍵 ・村上,ig82;松 農 。西村,1983)。

本論文では他のことが ら,す なわち巣穴の大きさとアリジゴクの令との関係,巣 穴形成場所の

温度,砂 の乾燥度と巣穴形成との開係について後に述べることにする。

オオウスバカゲ ロウ幼虫は巣穴をつ くらないものの,移 動跡を残すため比較的容易に採集す

ることができるのに対 し,コ カスリウスバカゲロウ,リ ュウキュウホシウスバカゲロウの2種

の発見はより困難である。 これら両種は箱石浜では,海 に面したクロマッの根際の砂地の表面

下に集中 して見 られたが,コ カス リウスバカゲロウについては海岸近くのオオウスバカゲロウ

のいる砂地にも時には発見された。 しか しこれら2種 はその存在を承すEi印 がないため,そ の

分布にっいてまだ不明な点が多い。

クロコウスバカゲロウは海岸の砂地で多く晃られるアリジゴクであるが,海 岸だけでなく全

くの内陸部でも見られる。京都市伏見区内にある水道局の浄水場跡地(132mX45mの 砂場)

にも多数クロコウスバカゲロウが生息し,現 在筆者 らはその生態調査を継続中である。クロコ・

ウスバカゲロウ幼虫は,こ のように海岸,内 陸を問わず開けた明るい土地の砂地に生患してい

る。 これに対 しオオウスバカゲロウ,コ カスリゥスバカゲロウ,リ ュウキュウホシウスバカゲ

wウ の3種 は童に海岸砂丘で観察されるア リジゴク類である。

箱石浜で採集されたアリジゴクのうち最後の種であるウスバカゲロウは,海 岸砂丘種という

よりもむ しろ内陸特産種である。 主に神社仏閣の縁 の下や山地の崖地といった日陰の場所に

巣穴をつ くる種である。箱石浜では,ク ロマツの切株下の空間や,臨 海実験実習室構内にある

ゴミ焼却炉の下などのあまり臼のあたらない場所の細 砂の部分に巣穴をつ くっていた。従って

ウスバカゲ ロウは海岸砂丘を代表するアリジゴクではないが,臨 海実験実習室近辺に生息する

アリジゴク類すべての リス トを作るという観点から,本 稿に取り入れた。

2.クmコ ウスバカゲmウ 幼虫の巣穴形成と砂の温度 ・乾燥度との関係

a.巣 穴形成場所の温度

箱石浜のクロ『ウスバカゲロウ幼虫は太陽光線が直接あたる開けた砂地に巣穴をっ くってい

る。このような砂地の表面温度は夏期に非常に高 くなり,鳥 取砂丘の表面温度を測定 した松田

ら(1977)に よると60℃ をこえるNが あるということである。 しか し砂中温度は地表からの

深度が増すにつれて減少する(松 田ら,1977)こ と,ア リジゴクの巣穴は窪地状でかれらは巣

穴の底よりさらに少 し潜って定位 していることから,ア リジゴクが定位 している地点の温度は

砂の表面温度より少 し低いと思われる。そこで受感部が直径1鴉mで 長さ1mmの セソサーをもつ

サー ミスター温度計で,ア リジゴクの巣穴の底とそれよりlcmの 深さの地点の温度を測定 した

(図2)。 測定 したアリジゴクの巣穴はクロマツ林内に拡がる開けた草地にあった。巣穴Aは 平

担な道の上にあり,そ れを遮蔽するものは全くなかった。一方巣穴Bは クmマ ッの切株の根元

にあった。

測定結果からい くつかの事実を読みとることができる。まず第一に巣穴の温農の購周期パ タ

ーソは場所によって大きく異なるということである。巣穴Aの 地温は午後2時 に最高になるの

一6一
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に対 し,巣 穴Bの それは午前10時 に最高 とな り,以 後除々 に減少 してい った。これは巣穴Bで

は太陽が 東か ら西へ とむか うにつれて切株の影が濃 くな り,1三1射 光線が さ し込まな くな ったた

めによる。 このよ うに クロコウスバカゲ ロウ幼虫 の生 息場所の温度 は,植 物体や切株,倒 木,

石 などの轡無,あ るいは地面の傾斜度 合とい った微地形 に大 き く影響 を受 けている。 なお午荊

11時 か ら12時 に かけ太陽が雲 にカyくれたため温度が下 降 した。 もし雲が 出なか ったな らば地

灘はさ らに上昇 したであろ う。

第2番 闇に∴ア リジゴクが定位 して いる地点(巣 穴 の底 とそれ よ り1craの 深 さとの間 とみな

す)の 温慶 は,最 高42-52℃ の範 囲まぞ上昇す るとい うことがわか る。温帯産 の箆虫 を飼 育

する場 合,25℃ 前 後に設定す ることが多い ととか らも,こ の ア リジゴクがいかに高温の生息場

所 にいるか とい うことがわか る。 クロコウスバ カゲ ロウと比較 的近縁で砂地 に巣穴 を形成す る

ア リジゴクので楓M.yrmeleonimmac・ulatusDeGe鱗 は,最 適に活動できる温度 域が16-

34℃ の 間であ り,こ れ以上混度が上昇す ると除々に活動が鈍 り,48℃ に なると全 く動か な く

なる(Green,1955)。 ま たSchaefer(未 発 表)に よると,や は リグw=ウ スバカゲoウ と職

様 な繍態 を示す ア リジゴク,MyrmeteonobSCUTusRamb.は 致 死温度が54℃ であり,砂 の温

度 が葬常 に高 くなった ら(し ば しば60℃ を こえ る),巣 穴の底 か ら2-3α 董藤 く潜 って静止す

るとい うことで ある(YouthedandMoran,1969か らの間 接引lm5'

この よ うにク ロコウスバ カゲ ロウ幼虫 のよ うな砂丘生患棲 のア リジゴクは非常な高 温に耐え

偶 る昆虫であるが,「 商温に耐え得 る」 ということと 「高渥 下で も活動珂 能」 ということと1司義

ではない。 ク ロコウスバカゲ 欝ウ幼 虫が高温慶 下で も逓濃下 と綱様 な行動を とるのか,そ れ と

も暑さを避 ける鰐 らかの行動を示すのがを知る ことは,ア リジゴクの捕食戦略を明 らかにす る

上での今後の課題のひ とつであ る。

地温測定 結果で明 らかにされた第3番 懲のこ とが らは,地 表 よ り深さをわずか1cmさ が るだ

けで温度 が大 き く低下す る(最 大約7℃)と いうことで ある。 この ことは,も しア リジゴクが

暑さを園避す るた めには 灘陰へ大 き く移動せず と も巣穴 の底 よ りわず かだけ下へ潜 ればよい と

い うことを示峻 して いる。 また 臼没が近ず く頃か もしくは 白影 揮長 く続 ≦と・地漏 は地表面 よ

り地下 部の方が高 くなった。

最後に,図3に オオ ウスバカゲwウ 幼虫が生慰 してい る海浜斜面の地上50cni,地 表 面,地 下

1cm,地 下2Cl叢}の地点の温度漏定結果を示 した。 海辺の砂の混度は地上串 り明 らかに濃度が高

いのであ るが,残 念なが らこの 賦は10時 か ら13時 の 膨盛 りの 時闇帯が くもりであ ったため,

夏 期の典型的な温度上昇パ ターソを観測す ることがで きなか った。

一8一
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図3.海 燦斜面(園1のb)の 砂の温度の蒔間的変化。㈱1地 表面,△:深 さ1cm,○;深 さ2c組,

麟:地 表50C田 の高さの各地点における温度。測定時の太陽の状況を図の上部に承 した。

b.砂 の乾繰度と巣穴形成 との関係

クロコウスバカゲロウ幼虫の巣穴は砂地にっくられているため,少 しの震動や風などにより

しばしば上か ら砂鞍が落下する。あの見事なすりばち状の巣穴を維持するため,ア リジゴクは

落下 して くる砂をしば しば上へ放り上げている。 しか し雨が降ると簡単に巣穴が破壊され,ア

リジゴクの捕食活動が完全に停止する。砂は水はけが大変よく,あ る程度砂が乾燥 してくると

薄びアリジゴクの巣穴をつ くりはじめる。砂の乾燥度合はアリジゴクの巣穴形旗行動に大きく

作構 している。そこでこの巣穴形成行動が解発される時の砂の水分含有率はどれくらいなのか

を知るための室内実験を行 った。

結果を表2に まとめた。処理区iの 砂は乾燥器で十分乾燥させた砂であり,そ のためアリジ

ゴクの放飼 芝羅後の砂の水分含有率は,空 気中の水分を吸ってごく少 しなが ら上昇 した。また

ill…Vの 砂は水分の蒸発のため水分念有率が低下 した。 しか しどの処埋区の場合も1日 問で砂

の水分含蕎率が大きく変動 したということにない。処理区1で 巣穴形成率が{00%ぐ6匹/6
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表2.砂 の表煽部の水分含奮率とア リジゴクの巣穴形成率の関係

魎 詣鋼 薪 総 巣穴形成率騨 穴灘(一 ・鋤

{

H

膿

"

V

0.15

0.82

2.16

5.06

14.34

0.22

0,89

1.96

3.95

12.02

IOO

100

67

0

0

40.5ニ ヒ3.6

34.3距 王.8

12.3ニ ヒ2.0

匹)で あったということは,ク ロコウスバカゲロウ幼虫はどれだけ砂が乾燥していても巣穴を

つくるということである。山避の直射 日光のあたらない崖に巣穴をっくるホシウスバカゲロウ

では,巣 穴形成行動を解発するためには土に適当な湿り気が必要である(松 良,来 発表)。 そ

れゆえクロコウスバカゲロウは乾燥に十分耐え得るア】,ジゴクであるといえよう。処理区且の唯

砂は指でつまんでみて,ぎ よりやや湿り気があるが,さ らさらした形状の砂である。 ここでも

100%の 巣穴形成率を示した。次に処理区轟1の砂になると,砂 と砂か結合 しはじめ,色 も黒 っ

ぽくなっていた。ここでは全個体が巣穴をつ くるというのではな く,6匹 のうち4匹 が 小さな

窪地状の巣穴をつ くった。W区 やV区 になると全 く巣穴がっ くれなかった。V区 の砂は波打ち

際の砂のようにほとんど水分が飽湘状態であった。

結局,クmコ ウスバカゲロウ幼虫は砂の水分含有率が2%前 後以下であれば巣穴をつ くると

いうことがわかった。また巣穴の大きさは,砂 の乾燥痩が高いほど大きかった。これは砂の乾

燥度が高いほど巣穴形成行動が活発になったというよりも,お そ らく水分含有率の低下により

砂粒の重さが軽 くな ったこと,砂 粒嗣志の結合がな くなったことなどの単なる物理的要因によ

るのではないだろうか。ただ し蛋区の巣穴が小さいのは,こ れ らの理磁だけでな く,ア リジゴ

ク碧身の樂穴形成行動の抑制という要困も働いたかもしれない。

この実験結果を野外のアリジゴクに適用するならば,い くら雨が生憲地に強 く降っても,砂

が水分含有率2影 ぐらいまで乾燥 したならば,降 雨終了後1日 以内であっても巣穴を再形成で

きるということである。降爾燈や降り止んで後の天気,周 棚の地形などにもよるが,箱 石での

調査の経験からいうと,ま ず降爾後1日 あればその翌臼はほとんどのアリジゴクは巣穴をつ く

っているといえる。

3.巣 穴の大きさは何によって決められるか

アリジゴクの巣穴の大きさは,砂 粒の大きさ,砂 の水分愈有率,砂 の成分などの砂の理化学

特性 に左右される。それだけでなくさらにアリジゴクの令や空腹度にも大きく影響を受け,一

般に絶食日数がすすむほど巣穴の大きさは大きくなる(松 良,未 発表)。このことはア リジゴク

の捕食戦略を理解する上で顛要なことであるが,本 論文の主濤からはずれるのでここではふれ

ないでお く。

図4は クロマッ林のクmマ ツの根元につくられたクwコ ウスバカゲmウ の各令における巣穴

一IO一
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図4.ク ロコゥスバカゲロウ幼虫の各令における巣穴の薩径。長い横線,長 方形、たて棒はそれぞれ平均値,

95%循 頼区間,レ ンジである。

の大 きさを示 した ものである。平均巣穴 直径 は!令 で12.9mm,2令 で26 .1mRi,3令 で41.Omm

と令 がすすむicつ れて増舶 した。 しか しその最大値 と最小値を比較すれば,ユ 令 と2令,2令

と3令 で大き く重な っていた。そのため巣穴の大 きさだけか ら何令の ア リジゴクが それを つ くって

い るのか判断す ることは危険であ ることがわか る。ただ し1禽 と3令 の闘に は レソ ジが重複 し

ないので,1令 と3令 については巣穴の大き さか ら両者の令を識劉 す ることが可能であ る。

このよ うに周一 令であ って も巣穴の大 きさに変異が みられた。捕食牲昆虫では姻体間で餌の
り り ゆ り

捕獲鑓に大きな変異があり,そ のため体の大きさにばらつきのあることが多い。 アリジゴクに

おいても,同 じ3令 であっても非常に体長に差がみられることがわかっている。過去において

アリジゴクが餌からどれだけの選を吸汁 したかにより,体 長が決定されるのである。飢えた鋼

体は腹部が縮まり体長 も短か くなっている。

そこで3令 幼虫の体のサイズ(生 体重)と 巣穴直径との関係を調べてみた(國5) 。調査地点

は海岸に藤 した斜薦で,図 ヱのCに 相当する場所である。その結果両者の間には有意な枳関が
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な く(/)>0.05;n・=30),よ く肥 った大 きな幼虫が必ず しも大 きな巣穴 をつ くるという こと

はないことがわか った。 これ は空腹の個1本(・ ・体重が軽い)は よ り大 きな巣穴をつ くるとい う

こと,ま た一方で大 きなア リジゴクほど大 きな巣穴をつ くるとい うことのお互い相反す る要因

が周[博に現れ たためで あろ うと思われ る。
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斑 δ.クm:ウ スバ カ ゲ ロ ウ3令 幼 虫の 体 璽 と 巣 穴 サ イ ズ との 闘 係 。

鷹.ウ スバカゲ瓜ウ漿の成虫について

今まで述べてきたことはアリジゴク,す なわちウスバカゲロウ類の幼虫のおおまかな生態 一

一特に物礫的環境との関連性 一 についてであった。最後に,論 文の主題と直接関係ないが参

考までに,ア リジゴクというステージが次のステージでどのように形態的 ・生態的に変化 して

いくかをわか っている範囲内で述べることにする。

脈翅熱は発全変態類なので,成 虫になる前に蠣期を経る。アリジゴクは成熱すると餌を捕 らな

くなり,砂 の申で藤 つ くり,そ 卿 で璽蒲化する・醐 ま籾 には砂粒がぎ・しり鰭 するの

で,そ の形状はやや編平な球体の砂闘子ともいうべきものである。ク欝コウスバカゲロウの繭

形成か 減 虫羽化蔚 の/醐1掬 よて28晒 らいであ・た(澱25℃ ・鍍55}75%・1ヨ

長 鍵L;tODの 室内飼畜の結果)。

羽化 した成虫は,羽 化場蕨近 くの華によ じ登り,そ こで縮れていた翅を紳展させる。成虫の

形態は トソボ類と似ているが,触 角が長いこと,翅 をは じめとして体全体が柔 らか く弱々しい
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点などにおいて異なっている。羽化 した成虫はやがてその静止場所で,ソ ーセージ状の形の糞

をひとつ落下させる。この糞は 「宿便」とよばれ,クmコ ウスバカゲmウ のそれは長さ4mm,

幅lmmmp.度 の灰褐色のかたくて艶のある美しい糞である。アリジゴクは吸汁牲の昆虫であり,

尿を排出するが糞は全く出さない。それゆえこの宿便は,ア リジゴクの時代にため込んでいた

もろもろの老廃物,不 消化物の結贔ともいうべきものである。

アリジゴク類のおおまかな生態は在野の昆虫研究家である馬場(1953)の 「蟻地獄の生物誌」

をは じめいくつかの研究報告があるが,そ の成虫の生態については全くわかっていない。何を

食べているのか,肉 食姓なのかあるいは食性を転換するのか,産 卵はどのようになされるのか,

成虫の寿命はどのくらいなのか等々の知見が未だ不明である。これはかれらが醸昼は林やヤブ

の中にひそみ,夜 問にのみ活動する夜行姓の昆虫ゆえ調査が葬常に懸難であることに由来 して

いる。筆老は1983年8月2騒 の午後7時30分 から9時 の闘に,箱 石浜の松林の中においてク

ロコウスバカゲロウ,コ カス リウスバカゲロゥ,リ ュウキュゥホシウスバカゲロウの成虫が暗

がりの中でひらひらとゆっくり飛んでいるのを観察 した。それらのうちクロコウスバカゲ灘ウ

のメス成虫を3麗 捕獲 し,実 験釜で解剖 したところ,い ずれ も卵巣中にだ円圓転体の形をした

クリーム色の卵が認め られた。左右の卵巣にはそれぞれio本 の卵巣小管があり,卵 は大小とり

まぜ200個 ほど誌っていた。

今後成虫の能率的な採集方法 と飼育方法を確立した後,ア リジゴクのステージのみならずウ

スバカゲロウ類の卵か ら成虫までの全ステージでの生態を,と くに筆者がメイソテーマとして

いる捕食牲昆虫の餌の獲得 ということをめぐっての観点から明らかにしたいと思っている。

要 約

東都 府北 部の 鷺本海に面 した箱 聡浜 の砂丘 に生 患す るア リジゴク類 の,分 布 とハ ビター トの

環境 につ いて調査 した。 さ らにその中で も最 も密度 が高か ったク ロ欝ウスバ カゲPウ について,

以 下 に述べ るよ うな調査 と実験 を行 った。得 られた結果 をまとめると次のよ うであ った。

!.箱 巻浜 には巣穴 をつ くるタイプの ア リジゴクが2種(クmaコ ウ スバ カゲurウ,ウ スバ カゲ

ロウ),巣 穴をつ くらないタ イプのア リジゴクが3種(オ オ ウスバカゲ ロウ,コ カス リウスバ

カゲ ロウ,リ ュ ウキュ ウホ シウスバ カゲ 欝ウ)生 愚 していることが わか った。 これ らの うち

オオ ウスバ カゲ ロウが最 も汀線 に近 く分布 して いた。 また クロコウスバ カゲ ロウは海岸の砂

丘か らクロマ ツ林 にか けて最 も広 く分布 して いた。

2.ク 欝コウスバ カゲesウ 幼虫が定位 してい る地点の砂の温度 は最大42…52℃ の 値まで上昇

した。一一方砂の水分含禽率が約2%以 下 でない と巣穴を形成 しない ことが実験に よりわか っ

た。 これか ら塗種 は高温 と乾燥 とい う海岸砂 丘特青 の物理 的環 境条件 に適愁 した種であ ると

いえ る。

3.クurコ ウスバカゲmウ 幼虫 の巣穴 の大 きさは令によ って異 なるが,1令 と2禽,2舎 と3

令 の巣穴サイズには重複が あ り,巣 穴の大 きさか らだ けで は令 を映定す ることがで きないと

うことが わか った。 また嗣一一令 内で は,体 のサイズと巣穴 の大 きさとの間 に有意 な相 関が得
え

られ なか った。 その理 由にっ いて ア リジゴクの空腹度 と体のサ イズの面か ら考察が なされ た。
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付録図版の説鯛

1.箱 石浜の海岸段丘⑪左手の方に砂浜が拡っている。

窯.ク ロマツの根元の砂地につくられたクロコウスバカゲロウ幼虫の巣穴。雨がかからないためか罪常に

多 くの巣穴が集中 している。

3.オ オウスバカゲ ロウ幼虫の採葉方法。大きな弧を描いた軌跡(小 さい四はふるいの跡)の 騰端付'近の

砂をふるうと本種が採集される。

尋.葉 の上で休止するり誤ウキュウホシウスバカゲロウの成虫(ス トロボによる夜闘撮影)。

5.段 丘斜謹の海塵額物帯の内部で観察されたクσコウスバカゲ ロウ幼虫の巣穴。 このような場勝では夏

期の臼猛の砂中温度が40度 をかるくこえる◎

6.クmコ ウスバカゲロウ3舎 幼虫。驚測のア リジゴクは何13間 か絶食させ7こ飢餓翻体で,右 翻のものは

満腹させたアリジゴクである。 このように擾食条件によって鉢長が大きく変わる。

7.コ カスリウスバカゲmウ 終令幼虫。本種は次のオオウスバカゲmウ 同様巣穴をつくらないが,そ のか

わり爾方向にも趨由に歩行ができる。

8.オ オウスバカゲvaウ 幼虫。右はしが終令幼虫。EllAs:で最大のア リジゴクである。
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